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いのケアの心 びわ湖彦根広報

心のケアをするためには、相手が心を開い   〔1月 の活動記録〕
て話をしてくれないと、その役割が果たせま  時間外預託点数 0点  (0人 )
せん。その為には相手の本音を聞き出すため  奉仕活動点数   5′点 (5人 )
の工夫が必要になります。

1。 まず、相手を好きになることです。人と  〔運営委員会 「月例会」〕
会話をするためには、自分が相手を好きにな  ◎実施  2月 5日 (火)午後 1時～
ることが求められます。誰 しもそうですが、  ◎予定 3月 5日 (火)正午 12時～
自分に好感をもつて接 してくれる人が好きで、   食事会と月例会
自分のことを嫌いだと思つている人には心を

開いて話 してくれません。          〔1月 度の経過報告 〕

2.次に、相手を知ることです。自分のこと  ◎サロンの開催実績
を知 らない人間に、心を許 して話す人はいま   陶芸 2回 手芸 0回 パソコン 0回
せん。相手を知るためには、相手を正確に把   おしゃべ り4回 読書 1名 5冊
握 し、他の情報にも目を通すべきです。この   ちびっこサロン21組 48名 卓球 4回
人は、大して何も知らないのだと思われれば、  O助 け合い 0件
本音を話 してはくれません。         ◎福祉調査センターの活動 「外部評価調査」

3.ま た、相手を褒めることです。相手の本   実施  1月 1件
音を聞きだすためには、相手を批判すること   予定  2月 2件
は絶対に避けるべきです。相手は、自分の問

題′点を痛感 してお り、利害関係者からは問題   〔会員動向〕
点ばかり聞かされて「ウンザリ」しています。  O「 退会者」
相手の魅力的な点を分析 し、褒めることから   寺倉和子 木下政信 木村美智子
始めるべきです。魅力的な点をもつと生かす   山崎正信 山崎百合さんの 5名 です。
べきだと褒めれば、心を開いてくれ、会話が   現在の会員数 40所 帯 59名
スムースに進み、信頼関係が生まれることに

なります。                 〔連絡事項〕

4.最後に、聞き上手いなることです。相手  02月 6日 (水)午前 11時から彦根市介護
に「こいつは信用できる」と思われるために   福祉課職員 1名 と包括支援センター
は、相手の話を良く聞くことです。いわゆる、   (鈴 の家)か ら2名 が来所 し、ナルクから
本音を聞き出すためには、聞き上手であるこ   は 6名 が参加 しました。
とが必要で。この間き上手になるためには、    おしやべ リサロンやチビッコ広場などの
「ひたすら聞いています、共感 しています」   現状を説明し、懇談をおこないました。
と深く頷きながら聞く態度を示すことです。

(安田)


